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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和3年2月12日(2021.2.12)

【公表番号】特表2020-518433(P2020-518433A)
【公表日】令和2年6月25日(2020.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2020-025
【出願番号】特願2019-554920(P2019-554920)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/89     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  33/03     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  29/17     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/89     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ   33/03     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   29/17     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月23日(2020.12.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素－炭素三重結合を含む有機出発物質の水素による選択的接触水素化における、金属
合金担体を含む粉末状触媒系の使用であって、前記金属合金担体は、
　（ｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて５５重量％（ｗｔ％）～８０ｗｔ％のＣｏ
と、
　（ｉｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて２０ｗｔ％～４０ｗｔ％のＣｒと、
　（ｉｉｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて２ｗｔ％～１０ｗｔ％のＭｏと、
　を含み、前記金属合金担体は、金属酸化物層で被覆されＰｄで含浸され、前記金属酸化
物層はＣｅＯ２を含むことを特徴とする金属合金担体を含む粉末状触媒系の使用。
【請求項２】
　炭素－炭素三重結合を含む前記有機出発物質は、式（Ｉ）

【化１】

（式中、
Ｒ１は、直鎖型又は分岐型Ｃ１～Ｃ３５アルキル或いは直鎖型又は分岐型Ｃ５～Ｃ３５ア
ルケニル部位であり、Ｃ鎖は置換されることができ、
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Ｒ２は直鎖型又は分岐型Ｃ１～Ｃ４アルキルであり、Ｃ鎖は置換されることができ、
Ｒ３はＨ又は－Ｃ（ＣＯ）Ｃ１～Ｃ４アルキルである）の化合物である、請求項１に記載
の使用。
【請求項３】
　炭素－炭素三重結合を含む前記有機出発物質は、以下の式
【化２】

の任意の化合物である、請求項１又は請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　水素がＨ２ガスの形態で使用される、請求項１～３のいずれか一項に記載の使用。
【請求項５】
　前記金属合金担体は、
　（ｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて５５ｗｔ％～７０ｗｔ％のＣｏと、
　（ｉｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて２０ｗｔ％～３５ｗｔ％のＣｒと、
　（ｉｉｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて４ｗｔ％～１０ｗｔ％のＭｏと、
　を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の使用。
【請求項６】
　前記金属合金担体は、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｓｉ、Ｔｉ、Ａｌ、及びＮｂからなる
群から選択される少なくとも１つの更なる金属を含む、請求項１～５のいずれか一項に記
載の使用。
【請求項７】
　前記金属合金担体は炭素を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の使用。
【請求項８】
　前記金属合金担体は、ＣｅＯ２の層、及び任意選択的に少なくとも１つの更なる金属（
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Ｃｒ、Ｍｎ、Ｍｇ、Ｃｕ及び／又はＡｌ）酸化物の層で被覆されている、請求項１～７の
いずれか一項に記載の使用。
【請求項９】
　金属合金担体を含む粉末状触媒系であって、前記金属合金担体は、
　（ｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて５５重量％（ｗｔ％）～８０ｗｔ％のＣｏ
と、
　（ｉｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて２０ｗｔ％～４０ｗｔ％のＣｒと、
　（ｉｉｉ）前記金属合金担体の総重量に基づいて２ｗｔ％～１０ｗｔ％のＭｏと、
　を含み、前記金属合金担体は、金属酸化物層で被覆されＰｄで含浸され、前記金属酸化
物層はＣｅＯ２を含むことを特徴とする、金属合金担体を含む粉末状触媒系。
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